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就任のあいさつ

　

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

候
補
者
別
得
票
数
、
町
長
選
挙
の
投
票
区

ご
と
の
投
票
率
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
長
選
挙
の
投
票
率
は
46
％
で
、
前
回

（
56
・
44
％
）よ
り
10
・
44
％
下
が
り
ま
し

た
。
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は

45
・
97
％
で
し
た
。

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果

問 

菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

町
長
選
挙
・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
９
月
28
日
に
投
開
票
さ
れ
、
町
長
選
挙
で
は

後
藤
三
雄
氏
が
再
選
し
、
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
佐
々
木
理
美
子
氏
が
当
選
し

ま
し
た
。

■町長選挙各投票区の投票率

※期日前投票（1,859票）と不在者投票（57票）は、各投票区に振り分けています。

候補者氏名 性別 年齢 党派 得票数

佐々木 理美子氏

■候補者別得票数（町長選挙）

候補者氏名 性別 年齢 党派 得票数

■候補者別得票数（町議会議員補欠選挙）

佐々木　理美子

北　山　正　樹

福　里　文　彦

合計

女

男

男

―

54

65

62

―

無所属

無所属

無所属

―

5,842

4,480

2,203

12,525

投票区 地域
平均女男計女男計女男

選挙当日有権者数 投票者数 投票率（％）

合計

前回（平成22年９月26日）

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

戸次・馬場楠・曲手・辛川・井
口・道明

上中代・出分・中代・川久保

津留・大堀木・下原・あさひヶ
丘・津久礼ヶ丘・宮ノ上・ひば
りヶ丘・緑ヶ丘・緑陽台

上津久礼・下津久礼

沖野・三里木・三里木北・新山・
境の松・新成・北新山・杉並台

武蔵ヶ丘１～６町内

光の森１～７町内・武蔵ヶ丘
７・８町内
八久保・南八久保・花立・南花
立・向陽台・にじの森
中尾・南方・光団地・駅前・新
町・馬場・柳水・入道水・古閑
原・鉄砲小路・長塚

青葉台・東ヶ丘

63.38

67.30

41.69

62.18

42.83

32.70

37.66

37.47

59.66

54.93

46.00

56.44

63.56

68.48

44.73

61.77

45.48

34.14

38.64

39.02

62.54

56.73

47.77

58.76

63.21

66.04

38.70

62.61

40.03

30.72

36.59

35.80

56.69

53.11

44.11

53.97

1,004

741

2,370

914

2,289

702

1,471

1,396

2,096

713

13,696

15,737

511

391

1,261

467

1,249

424

789

752

1,117

371

7,332

8,445

493

350

1,109

447

1,040

278

682

644

979

342

6,364

7,292

1,584

1,101

5,685

1,470

5,344

2,147

3,906

3,726

3,513

1,298

29,774

27,884

804

571

2,819

756

2,746

1,242

2,042

1,927

1,786

654

15,347

14,372

780

530

2,866

714

2,598

905

1,864

1,799

1,727

644

14,427

13,512

後　藤　三　雄

古　川　　　實

合計

男

男

―

68

68

―

無所属

無所属

―

9,267

4,290

13,557

６
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り

７
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健
全
な
行
財
政

運
営

の
７
つ
を
重
点
施
策
と
し
、
３
期
目
の
任

期
期
間
中
に
こ
れ
ら
の
施
策
実
現
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
わ
が
国
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
人
口
急
減
、
超
高
齢
化
と
い
う
少
子

高
齢
社
会
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
政
府
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
」
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
変

革
の
時
代
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
現
在
も
人
口
増
が
続
い
て
お

り
、
町
全
体
と
し
て
は
国
と
は
違
っ
た
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
都
市
部
と
農
村
部
の

違
い
や
地
域
別
に
見
て
み
ま
す
と
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
な
ど
、
国
と

同
様
な
視
点
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、「
人
・
緑
・
未

来
輝
く
生
活
都
市
き
く
よ
う
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
積
極
的
に
各
課
題
に
取
り
組

み
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
「
菊
陽
町
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
。
移
っ
て
よ
か
っ
た
。
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
安

全
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

よ
い
元
気
の
あ
る
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の

考
え
方
を
後
期
の
基
本
計
画
に
生
か
し
、

さ
ら
に
、
校
区
ご
と
に
特
性
・
差
異
が
現

れ
て
き
て
い
る
た
め
校
区
別
計
画
も
基
本

計
画
に
盛
り
込
み
、
皆
さ
ま
と
共
に
計
画

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
期
目
の
目
標
は
❶
町
民
の
安
全
・
安

心
が
確
保
さ
れ
、
❷
経
済
・
産
業
活
動
が

確
保
で
き
、
❸
教
育
・
文
化
・
健
康
・
福

祉
が
十
分
に
な
さ
れ
る
と
い
う
「
生
活
都

市
き
く
よ
う
」
で
あ
り
ま
す
。
第
５
期
菊

陽
町
総
合
計
画
の
中
で
は
、
次
の
４
つ
の

ま
ち
づ
く
り
の
目
標（
都
市
像
）を
設
定
し

て
い
ま
す
。

（
１
）人
を
大
切
に
す
る
ま
ち

（
２
）暮
ら
し
や
す
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち

（
３
）活
力
あ
ふ
れ
に
ぎ
わ
う
ま
ち

（
４
）み
ん
な
で
協
働
し
て
支
え
る
ま
ち

　

こ
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標（
都

市
像
）に
沿
っ
て
、

１
、
待
機
児
童
の
解
消
と
教
育
お
よ
び
施

設
の
充
実

２
、
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
、
健
康
づ
く
り
の
充
実

３
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
芸
術
、
文

化
、
生
涯
学
習
の
充
実

４
、
暮
ら
し
を
快
適
に
す
る
基
盤
整
備
と

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

５
、
農
業
、
商
業
、
工
業
、
観
光
な
ど
の

産
業
の
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

町
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支

援
と
ご
支
持
を
賜
り
３
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
町
長
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

職
責
の
重
さ
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
の

大
き
さ
を
考
え
ま
す
と
、
ま
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
が
公
約
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
「
先
人
の
志
と
知
恵

を
忘
れ
ず
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
町
の
将
来
像
で

あ
り
ま
す
「
人
・
緑
・
未
来
輝
く
生
活
都

市
き
く
よ
う
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
考
え
に
立
ち
、

３
期
目
で
取
り
組
み
た
い
目
標
と
重
点
施

策
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
10
年
間
を

期
限
と
す
る
「
第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画
」

を
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談
会
や
意
識
調

査
、
審
議
会
、
議
会
な
ど
を
踏
ま
え
策
定

し
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
時
代
や
社
会
の
変
化
に

伴
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
や

課
題
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
在
の
国
勢
調
査
を
ベ
ー

ス
に
し
た
本
町
の
人
口
は
、
既
に
４
万
人

を
超
え
、
商
業
施
設
も
整
い
、
世
界
を
市

場
と
す
る
企
業
を
誘
致
す
る
な
ど
、
住
み

菊陽町長　後藤 三雄


